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大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69　 
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真貝寿明「星座図の統計比較：(3)『新儀象法要』に描かれた星座」   

大阪工業大学紀要　70-2 (2025) p．41-72 
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科研費　挑戦的研究（開拓）24K21170　『天文文化学の新展開：数理的手法の導入で文化史と科学論から自然観を捉える研究の加速』　（Advancements in 
the Field of Cultural Studies of Astronomy: Fostering cultural, historical, and scientific understanding of the view of nature 
applying mathematical approaches） のサポートを受けた研究です．

現代IAU星座，中国星座，渋川春海の星座

click here

https://doi.org/10.15046/0002000215
https://doi.org/10.15046/0002000216
https://doi.org/10.15046/0002000227
https://www.oit.ac.jp/labs/is/system/shinkai/Viewgraphs/202603_ASJ_shinkai.pdf
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Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  

PLoS ONE 17(7): e0272270.  
https://doi.org/10.1371/journal. pone.0272270 https://arxiv.org/abs/2110.12329

中国星座 ▶︎

古バビロニア星座 ▶︎
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Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  
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５６文化圏と，それぞれの定義する星座の数　（星１つで星座とするものはカウントしない）
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Bucur D (2022) 　　　The network signature of constellation line figures.  

星座の数（平均３２）

最大角度，平均角度

クラスター係数

コア数の最大値

円形の数，円形の最大値
リンクの数（平均6.7）

円形リンクの平均直径
リンクの接続度

星座全体のみかけ直径（18.25度），平均リンク長（平均7度）

リンク間の最大鋭角，平均角度

平面的かどうか

構成する星の平均等級（3.06等星）
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本研究の流れ

日本

中国

『天文瓊統』 
1698

『儀象考成』 
1753

『儀象法要』 
1090

＋宣教師

宋代

清代

渋川春海

『IAU星座』現代

全天星図として 
現存する最古

中国星図の 
ほぼ最終版

自身の天体観測に
基づく

• 南極天付近の星座と北極天付近の星座の違い 

• 中国・宋代の星図と清代の星図の違い，渋川春海の同定作業の痕跡 

• 中国・清代に，宣教師が西洋の星図を用いて中国星座を同定した痕跡 

• 渋川春海が独自に制定した「元禄中所名星座」の特徴 

• 中国星座の分類として使われる三家（石申，甘徳，巫咸）の比較

空いている所に 
オリジナルで星座を制定

南極天星座を追加

これまで古星図の同定作業は多々なされているが， 

いずれも基本にする星表が古くてまちまち．

▶︎ HIP 番号（Hipparcos Catalog）で同定 
　人工衛星による観測データで，星の	固有運動と 
　年周視差含む

解析の流れ

▶︎ 星図のトレースを行う 
　文献上にある距星からの去極度・入宿度は使わない

▶︎ 文献出版時（観測時）の星図を作成
歳差，固有運動含める
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         　                 1600　　　               　　　               　1700 　                                         　　　                         　1800　

渋川春海 (1639-1715)

中国

日本 （中国系星図）

『天文分野之圖』(1677)

保井昔尹・渋川春海
『天文成象』(1699)

『天文瓊統』(1702)

高森觀好

『天文圖解撥揮』(1693)
中根元圭

『暦算全書訓譯』(1726-)

井口常範
『天文図解』衆星図 (1689)

苗村丈伯
『古暦便覧備考』星図 (1692)

入江脩敬 『天経或問註解』星図(1750)

長久保赤水
『天象管闚鈔』星図　(1774)

高橋景保
『星座之圖』(1802)

山路主住
『星図歩天歌』(1824?)

『欽定儀象考成』(1752)

『新法歩天歌』(1862)

『歩天歌』(６c)

『天文星象圖解』(1824)

『改正 天文図説』

渋川景佑他『寛政暦書』 (1844) 

高橋至時、間重富他筆，
渋川景佑編 『星学手簡』

高柳信行他編 渋川景佑序
『分野星図』 (1849)

石坂常堅
『方円星図』(1826)

『新制天地二球法記』(1793)

『天文星象圖』

『星学図彙』(1871)

『星学須知』渋川佑賢

J. F.W. Herschel『天文学概論』(1833)

侯失勒著 偉烈亜力訳
『談天』(1859)

I. Koegler(戴進賢)他編

『儀象考成続編』(1845)

300星座3083星1744年分点

観測後，数十の星を追加

伊能忠誨
『恒星全圖』
『大方星圖』
『小方円星圖』

『赤道北恒星圖』
『赤道南恒星圖』

中
村
萩
原
20

05

『天象列次之圖』(1670)

61星座308星を追加

『新儀象法要』(1086-93)蘇頌

『三垣列舎宿去極集』(13-14c，元星表)
1379星，位置記入741星

『降福寺正覚殿藻井星図』
   (1453頃，明天井図)

『明江蘇常熟石刻天文図』(1506)

『麟祥院天文図』(16c)

『天象列次分野之図』
　　(再刻1687)

⭐天文観測【郭守敬 1280-1316?】

⭐天文観測【元豊年間1078-85】

⭐天文観測【京都】

⭐天文観測【江戸】
神宮天球儀 (1690)

渋川春海

竹迫
20
18

竹
迫
20

18

『格子月進図』
  (平安期写本)

キトラ天文図(700頃)

敦煌天文図 (800頃)

竹迫2022
900頃

632?
竹迫2022

『格子月進図』
  (鎌倉期写本)

『渾天壱統星象全図』(1822)雲游散人

『渾天壱統星象全図』(1826)
楊懐義　銭泳

宮島1999

『天象北星之図』(1698)
『天象南星之図』(1698)

『天文大成管窺輯要』(1653)黄鼎

馬場信武
『初学天文指南』(1706)

361星座1770星

同志社大蔵 天球儀(1701)

京都大将軍八神社蔵 天球儀 (1673)

宮島1999

F. Verbiest (南懐仁)
『霊台儀象志』(1674)

宝暦暦(1755) 寛政暦(1798) 天保暦(1844) 

司馬江漢
『天球図』(1796)

日本 （天象図系星図）

日本 （中国古代星図）

259星座1129星/星表1876星 3260星

『星経』(BC4c)石氏

『和漢三才図会』(1712)
寺島良安

不明『四書引蒙略図解』
  星図(1653)

高橋至時 渋川景佑土御門泰邦
貞享暦 (1684) 

渋川春海

岩橋善兵衛
『平天儀図解』(1802)

『和蘭天説』(1796)

神田孟恪

『Illustrated Astronomy』(1845?)A. Smith

安倍晴親他

本木良永

(1825)

『星座之圖』(1813)

日本 （蘭学系星図）

中国の天文書
中国経由の西洋書

『歩天歌』(1760?)

246星，位置記入1281星

王錫闡『暦説』『暁菴新法』
梅文鼎『梅氏叢書輯要』『暦算全書』

渡辺1987

『暦象考成』後編 (1742)
『暦象考成』上下編(1723)
何国宗・梅穀成

『Astronomia of Sterrekunde』 (1780)
J.J. Lalande著  A.B. Strabbe蘭訳

高橋至時
『ラランデ暦書管見』(1803)

八分儀，六分儀
　はじめて輸入 (1796頃)

1739星

『紅毛天地二図贅説』(1727)
北島見信

『日東通暦』(1732)
杉村長郡

松永良弼 『天経或問発揮』(1735)
土御門泰邦『天経或問正義』(1737)

西村遠理『天経或問注解』(1771)

『赤道北恒星圖』
『赤道南恒星圖』

土御門家に秘蔵？

山本格安
『星名考』(1744)

渡辺
19
87

松下見林
『運気論奥』

渡辺1987

原 長常『天文経緯問答和解抄』星図(1779)
不明

日本初の刊行星図

『天球図説』(1835)古筆了材

渡
辺
1987

刊行

三浦梅園 星図《円2》

《方》

《円》

《方》

《方/円2》

《方》

《円回転》

《円》

《円》

《方》

《円》

《円》
《円》
《円》

《方》

《円》

《円》

《円》

《方/円》

《方》
《円》

W.J. Blaeu
『Tweevoudigh Onderwijs van de 
   Hemelsche en Aerdsche Globen』(1666)

西洋の星図

『Gronden der Starrenkunde』 (1770)
G.Adams 著 J. Ploos蘭訳 

《円》

《円》

《方/円》

《円》

《円》

《円》
《円》

《円》

福井県瀧谷寺所蔵「天之図」
331星官，1554星

74星座，350星

《方/円》

366星

『三才図会』(1609)王圻 《円》

『格子月進図』(626-649)
283星座，1464星

⭐天文観測【1744】

《円》

中国(宣教師以降)

竹迫2018

渡辺1987

渡辺
19
87

渡
辺
19

87

宣明暦（862）

朝野北水

時憲暦(1645)授時暦(1281)

J. Hevelius
『Catalogus Stellarum Fixarum』(1687)

1564星 1660年分点T. Brahe
『Astronomiae instauratae 
   progymnasmata』(1602) 777星

『Tabulae Rudolphinae Astronomicae』(1627) 1440星
J. Kepler

C. Ptolemy
『Almagest』(2c) 1028星

E. Halley
南天星表 (1679)

341星 1690年分点

竹迫2023

竹迫
2023

竹迫2023

『Catalogue veters affixarum 
   Longitudes』(1612)

1228星C. Grienberger

竹
迫
2023

宮
島
1999

《円》
『天象列次分野之図』
　　(初刻1395，木版1571)

282星，位置記入1467星

『淳祐石刻天文図』(1247，蘇州天文図)《円》
王致遠

『Uranometria』(1603)
1725星J. Bayer

J. Flamsteed

『Historia Coelestis 
  Britannica』(1725, 1776)

2935星 1690年分点

『両儀集説』(1712)
西川如見

長久保赤水?
『天文成象』(?)《方/円》

『刻白爾天文図解』(1809)

『訓点天経或問』(1730)
西川正休

高松塚古墳天井図(700頃)

Frederik De Wit
『天球図』(1680)

（西洋系星図）

『天象総星之図』《方》

257星座，1339星

川谷薊山『星図』《方/円》

足立信順「由剌奴斯(ユリウス)表」

『事林広記』(13c)陳元靚
『事林広記』(1325，元代刊本)

『事林広記』和刻 (1699)

韓国

宮島1999

《円》

『星座図稿』(1731)

《6等級分け》

《6等級分け》

1166星『天経或問』(1675)
游子六 《円》《6等級言及》

《6等級分け》

《6等級分け》

中村萩原2005

『黄道南北両総星図』

『崇禎暦書』(1631-37)

徐光啓
⭐天文観測 【1628】
『赤道南北両総星図』(1634)

星図1812星/星表1362星

+A.Schall (湯若望)

《円》《6等級分け》
『黄道両総星図』『恒星経緯表』

日本で制作された星図・日本に伝来した星図の系譜

大阪工業大学紀要 69-1 (2024) p27-54
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現代の星座　（IAU星座）
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IAUのページにある星図を再現した．比較のため，1753年の星の位置にてプロット．
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徐剛・王燕平『星空帝國』より中国の星座（清代）



10

北宋蘇頌《新儀象法要》(1092)
蘇頌 (そしょう，1020-1101)

中国の星座（宋代）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E9%A0%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E9%A0%8C
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『天文成象』(1699 渋川春海＋保井昔尹)

https://library.nao.ac.jp/kichou/archive/seizu/

渋川春海自身の観測に基づいて，中国星図に308星追加したもの
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現代の星座　（IAU星座）
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南極天の星座は大航海時代以降につくられた

真貝寿明「星図・星座図の系譜」大阪工業大学紀要 69-1 (2024) p27-54
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徐剛・王燕平『星空帝國』より中国の星座（清代）
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中国の星座（清代）
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中国の星座の最終形とされる『儀象考成』星図を再現（1753年の星の位置でプロット）

真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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中国の星座（清代） 中国の星座の最終形とされる『儀象考成』星図を再現（1753年の星の位置でプロット）
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真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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現代の星座　（IAU星座） IAUのページにある星図を再現した．比較のため，1753年の星の位置にてプロット．
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真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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中国の星座（清代） 南極天の星座は，宣教師によって追加されたもの．

真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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中国の星座（清代） 同定作業の結果

真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34

先行研究 
『儀象考成』には3083星の記載があるが，該当する星が見当たらないものが半数以上あり，それは過去の研究でも同様である． 
＊　HR星表　　大崎正次『中国の星座の歴史』（雄山閣，S62）（普及版として，雄山閣，2023） 
＊　SAO星表　竹迫 忍「宣教師による中国星座の同定方法の検証」数学史研究III期 3 (2023) 93. 　 
＊　HD星表　『宙の世界』（楽史舎，2017）https://booth.pm/ja/items/621098 

表に掲載した1468星のうち，4者が一致したのは，
1173星である（同左と記載）． 
大崎が同定できなかった星は245あるが，このうちの
24星は大崎以外の3者は異なる星を同定している． 
4者すべてが同定できていないのは119星ある 

また，1者のみが同定しているのは18星ある．HIP番
号による未同定の星は125である．これはSAO番号に
よる未同定の198星，HD番号による未同定の148星
よりも少ない． 

同定できた星のうち，最も暗いのは7.88等星であ
る．とても裸眼で見える範囲のものではないのが問題
である．（大崎の同定は6.9等星までだが，他の2者の
同定には8.1--8.2等星までが用いられている．） 
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中国の星座（清代）

　中国星座の特徴 
　＊　星座数が格段に多い 
　＊　星座ごとの星や線は少ない 
　＊　星座の面積も小さい 
　＊　かなり暗い星まで用いている

　宣教師が紹介した南極天星座の特徴 
　＊　西洋星座に近い

真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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『天文成象』(1699 渋川春海＋保井昔尹)

https://library.nao.ac.jp/kichou/archive/seizu/

渋川春海自身の観測に基づいて，中国星図に308星追加したもの
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渋川春海の星座
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『天文瓊統』(169８)　渋川春海が同定した中国星座

真貝寿明「星座図の統計比較：(2)『天文瓊統』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69
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渋川春海の星座 『天文瓊統』(169８)　渋川春海が独自に制定した元禄中所名星座
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真貝寿明「星座図の統計比較：(2)『天文瓊統』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69
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渋川春海の星座 『天文瓊統』(169８)　渋川春海が同定した中国星座と独自に制定した元禄中所名星座
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真貝寿明「星座図の統計比較：(2)『天文瓊統』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69
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渋川春海の星座
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『天文瓊統』(169８)　渋川春海が同定した中国星座と独自に制定した元禄中所名星座

真貝寿明「星座図の統計比較：(2)『天文瓊統』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69
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渋川春海の星座 同定作業の結果

真貝寿明「星座図の統計比較：(2)『天文瓊統』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69

先行研究 
渋川春海は1465星と記しているが，現在，すべて同定されているわけではない． 
＊　Bayer/Flamsteed　 渡辺敏夫『近世日本天文学史（下）』（恒星社厚生閣，1987）. 
＊　HR星表　竹迫忍「渋川春海の星図の研究」数学史研究　231（2018）1.

表に掲載した1343星のうち，3者が一致したのは，
1009星である．筆者，竹迫，渡辺が同定できなかっ
た星はそれぞれ，31, 68, 191星である． 
3者とも同定できなかった星が122星． 

最も暗い星は，筆者，竹迫，渡辺による同定それぞれ
で，6.72等星，6.61等星，6.67等星である．いずれ
も，裸眼で見える範囲の限界に近いが，『儀象考成』
のものよりは現実に近い．
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渋川春海の星座

　中国星座の同定 
　＊　特徴は（当然ながら）IAUとは 
　　　似ても似つかず，儀象考成に近い

　元禄中所名星座 
　＊　中国星座とサイズ感は同じ 
　＊　余りものの星を使ったため， 
　　　暗い星が多い

真貝寿明「星座図の統計比較：(2)『天文瓊統』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p.35-69
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北宋蘇頌《新儀象法要》(1092)
蘇頌 (そしょう，1020-1101)

中国の星座（宋代）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E9%A0%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%98%87%E9%A0%8C
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中国の星座（宋代） 『新儀象法要』の星座　（1080年の星の位置）　
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真貝寿明「星座図の統計比較：(3)『新儀象法要』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-2 (2025) 掲載
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中国の星座（清代）
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中国の星座の最終形とされる『儀象考成』星図を再現（1753年の星の位置でプロット）

真貝寿明「星座図の統計比較：(1)『欽定儀象考成』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-1 (2025) p1-34
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中国の星座（宋代） 同定作業の結果

真貝寿明「星座図の統計比較：(3)『新儀象法要』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-2 (2025) 掲載

先行研究 
＊　藪内清『中国の天文暦法』(1963) 　皇祐年間の距星310個を現代星座名で同定．Neugebauerの星表(1912)と，Boss星表(1937) 
＊　陳遵女為『中国天文学史 第二冊』(1982)　藪内のデータを引用する形で「宋代星官距星星名表」348星．現代星座名は中国語表記． 
＊　潘鼎『中国恒星観測史』(2006)　景祐年間の観測結果341星と，皇祐年間の観測結果360星を掲載．現代星座名は中国語表記． 
＊　竹迫忍，https://www.kotenmon.com/star/catalog/soukyosei.html　362星　潘，藪内，佐藤明達の同定と比較 

筆者が同定したHIP番号を軸に，竹迫，潘，陳がそれ
ぞれ同定した星の現代星名も掲載し，それらの一致・
不一致を記している． 
表に掲載した1407星のうち，四者すべてが同定を試
みた星は301星あり，そのうち四者とも一致した星は
151星である． 
筆者と竹迫の同定が一致した星は283星である．竹
迫，潘，陳が同定に用いた星のうち，もっとも暗いも
のは，三者の順に7.31等星，7.51等星，6.66等星で
あった．筆者の同定に用いた最も暗い星は，オーバー
ラップがある星では7.31等星，全体では7.98等星ま
でとなった． 
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中国の星座（宋代）

真貝寿明「星座図の統計比較：(3)『新儀象法要』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-2 (2025) 掲載

宋代 
1083年

江戸 
1699年

清代 
1753年

　特徴 
　＊　時代とともに，明るい星を使って 
　　　星座を構成している 
　＊　類似しているのは， 
　　　宋代の図と渋川春海の図
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中国の星座（宋代） 『新儀象法要』の星座　（1080年の星の位置）　三家分類
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石氏(石申)中外官・甘氏(甘徳)中外官・巫咸中外官
真貝寿明「星座図の統計比較：(3)『新儀象法要』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-2 (2025) 掲載
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中国の星座（宋代） 『新儀象法要』の星座　（1080年の星の位置）　三家分類

石氏(石申)中外官・甘氏(甘徳)中外官・巫咸中外官 『大唐開元占経』にある分類 

　石氏(石申) 

　甘氏(甘徳) 

　巫咸 

この順に制定された
明るい

多くの星

大きな星座＞中位の＞小さな星座

真貝寿明「星座図の統計比較：(3)『新儀象法要』に描かれた星座」大阪工業大学紀要 70-2 (2025) 掲載



真貝寿明　「星座図の統計比較」 天文学会 2026年春季年会，天文学史セッション　（京都産業大，2026年3月6日） 34

まとめ，展望

日本・中国などの古星図に描かれた星を同定し，その統計量を元に星図どうしの関連を議論した．

『儀象考成』星座とIAU現代星座の比較　　　　　　　　　　　　　　　 　特徴がわかる 

『儀象考成』で，宣教師が導入した南極天星座の中国版の解析　　特徴がわかる 

『天文瓊統』で，渋川春海が導入した独自星座の解析                 特徴がわかる 

石氏(石申)中外官・甘氏(甘徳)中外官・巫咸中外官　　　　　　　　　特徴がわかる 

韓国に伝わる星図なども含めて，もう少し解析を続ける．

古星図の星の同定に関する先行研究では，古い星表が使われていたので，HIP星表をもとに 

同定作業を行なった． 

（あくまでも星図から星を探し出す手法だが，先行研究のものより多くの星が特定できた模様） 

『儀象考成』『天文瓊統』『新儀象法要』について，同定作業を終了． 

文化の伝播プロセスが解明できそうだ


